
ᖹ成 22 ᖺ度農業農村工学会資源循環研究部会 講演会࣭研究発表会 

～資源循環技術の確立よるప炭素社会を目指して～ 

 ࣒ラࢢࣟࣉ

㸰㸮㸯㸮年㸯㸯月㸯㸷日㸦金㸧 

東京ビッグサト 

 西 4 ホ࣮ࣝ 商談室㸲 

 

㸯 開会㸦10:00㸧 

  10:00 研究部会会長あいさつ  九州大学大学院 教授             凌 祥之 

 

㸰 基調講演㸦10:10～11:30㸧 

  10:10 基調講演ࠕ資源循環とప炭素社会の実現向けた課題ついてࠖ 

講師㸸慶応大学大学院 教授 金谷 年展 

 

  11:00 基調講演࣮࢝ࠕボン･ࣇ࢜セットを活用したప炭素ビࢪネࢫの姿ついてࠖ 

講師㸸三菱ＵＦＪࣜサ࣮チ＆コンサࣝテング株式会社 加藤 貴義 

 

㸱 事例報告㸦11:30～12:00㸧 

  11:30 事例報告 ࠕ生ごみの完全資源化向けた取組みついてࠖ 

報告㸸山鹿広域行政組合事務局長 ᰣ原 ᰤ一 

 

  12:00 昼食㸦60 分間㸧 

 

㸲 研究Ⓨ表㸦11:00～16:15㸧 

  セッࢩョンϨ 集落排水࣭施設の技術動向 

  座長㸸藤原 信好 地域資源循環技術センタ࣮ 集落排水部長 

 

  13:00 Ϩ－ձࠕ窒素安定同体ト࣮ࣞサ࣮を用いた集落排水高度処理水の水稲生育への影響解析ࠖ 

愛媛大学農学部 治多 伸介 

 

  13:20 Ϩ－ղࠕ農業集落排水施設のࣈࣁࣞࣉࠕ工法ࠖの実用化ࠖ 

㸦社㸧地域資源循環技術センタ࣮ 持田 悦ኵ 

 

  13:40 Ϩ－ճࠕ農業集落排水施設のࢫトッࢡマネ࣓ࢪント手法のᑟ入ついてࠖ 

㸦社㸧地域資源循環技術センタ࣮ 桑原 一Ⓩ 

 

  14:00 セッション総括 

 



  セッࢩョンϩ ࣂイ࢜マࢫの࣓タン発酵技術の推進 

  座長㸸羽賀 清典 麻布大学獣医学部 客員教授 

 

  14:05 ϩ－ձࠕ有機性廃棄物の有効࡞循環利用を目指して㸦食品工場ࣂイ࢜マࢫの࢚ネ࣮ࣝࢠ利用調査㸧ࠖ 

東北大学大学院 農学研究科 松井 克則 

  14:25 ϩ－ղࠕ中温࣓タン発酵よる家畜糞尿残留する抗生物質耐性菌の不活化ࠖ 

神戸大学大学院 農学研究科 井原 一高 

 

  14:45 ϩ－ճࠕ圧縮ࣂイࢫ࢞࢜売却とコ࣮࢙ࢪネ࣮ࣞࢩョンよる採算性ࣃラ࣓࣮タの算出ࠖ 

名ྂ屋大学大学院 環境学研究科 山ཱྀ 工 

 

  15:05 ϩ－մࠕ農村地域適したᑠ規模ࣂ࡞イ࢜マࢫ利活用ࢫࢩテ࣒の検討ࠖ 

㸦社㸧地域資源循環技術センタ࣮ 米田 ኴ一 

 

  15:25 セッション総括 

 

  セッࢩョンϪ ࣓タン発酵消化液㸦液肥㸧の利用推進 

  座長㸸柚山 義人 農業࣭食品産業技術総合研究機構 資源循環システム研究チ࣮ム長 

 

  15:30 Ϫ－ձ࣓ࠕタン発酵消化液の液肥利用体系関する研究ࠖ 

京都大学大学院農学研究科 大土井 克明 

 

  15:50 Ϫ－ղ࣓ࠕタン発酵消化液の利用拡大のためのイネの栽培指針の提案(京都府南丹ᕷの農家圃場を対象として)ࠖ 

京都大学大学院農学研究科 中出 潤 

 

  16:10 Ϫ－ճࠕ水田おける࣓タン発酵消化液散ᕸの均一化手法の検討ࠖ 

九州大学大学院生物資源環境科学府 井之村 啓介 

 

  16:30 Ϫ－մࣂࠕイ࢜マࢫ利活用ࢫࢩテ࣒の費用対効果及び温室効果ࢫ࢞削減効果ࠖ 

㸦社㸧地域資源循環技術センタ࣮ 濱井 和博 

 

  16:50 セッション総括 

 

㸳 審査及び部会長賞の授与㸦17:10～17:20㸧 

 

㸴 閉会㸦17:20㸧 


